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オーラルセッション ― フルペーパー

インプロビゼーション演劇を通じた 
ホスピタリティ分野の人材育成

要約
本研究は，芸術文化観光専門職大学の演劇を通じたコミュニケーション教育というスクール・モットーを受けて，観光専攻

（希望）の学生のホスピタリティ能力の重要な1つの構成要素であるインプロビゼーション能力を向上させるため，インプロビ
ゼーションWSの効果を明らかにすることを目的としている。インプロビゼーションは特に対人サービス業にとっては重要な能力
であると考えられている。本研究は，具体的には，2022年度末にホスピタリティ分野での臨地実習を行う学生に，事前にイン
プロビゼーション・ワークショップを体験してもらい，臨地実務実習後に多面的な項目からなるアンケートに答えてもらうことに
よって，その効果の有無を明らかにした。調査結果からは，短期間でのインプロビゼーション・ワークショップにもかかわらず，
それは臨地実務実習生のインプロビゼーション能力の向上に即時的な成果をもたらしたことが明らかになった。
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I. ホスピタリティ教育としての演劇の重要性

昨今，マサチューセッツ工科大学，スタンフォード大学など，
世界の一流ビジネススクールで “improvisation”（以下，イン
プロと表記）が重視されている。MIT Sloan Management 
Reviewに掲載されたConforto, Rebentisch, and Amaral 

（2016）では，環境の急速な変化への対応とイノベーション
が求められるビジネスシーンにおいて，クリエイティブに問題
解決を行っていくためには，インプロが必須とされている。他
方で，演劇の世界では，インプロは当たり前のように行われて
きた。実際に，米国ではいくつかの劇団はビジネスパーソン
にインプロのワークショップ（WS）を提供している（Leonard 
and Yorton, 2015）。また，日本でも秋田県仙北市に拠点
を構えるわらび座は，中高生の修学旅行向けに開発した
「シアターエデュケーション」を社員教育用として進化させ
た，全国でも稀有なビジネス研修行なっている（わらび座 , 
n.d.）。

インプロを活用した教育は，創造性や想定外への対応力

を養うだけでなく，組織が十全に機能するために必須の「心
理的安全性」（Edmondson, 2019）を担保することに貢
献するという実証研究も存在する（Perrmann-Graham, 
Liu, Cangioni, & Spataro, 2022）。

本研究は，2021 年に芸術文化と観光の分野をマネジメン
ト分野の知識を通じて架橋するという理念の下で設立され
た兵庫県公立大学法人芸術文化専門職大学の特徴であ
るホスピタリティ系の臨地実務実習を有機的に機能させるこ
とを1つの目的としている。そのため，インプロのWSを体験
した学生と，そうでない学生との間にどのような違いがある
のかを検証する。

以下，本研究は次の順序で展開されてゆく。第Ⅱ節にお
いては，先行研究との関連で本研究の目的が説明される。
第Ⅲ節では，本研究におけるインプロWSの内容とホスピタ
リティ系臨地実務実習における効果の検証方法とその結
果を説明する。第Ⅳ節では，先行研究との関連で本研究の
理論面，実践面への貢献を明らかにする。最後の第Ⅴ節で
は，本研究の限界と今後の研究課題とを説明する。
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II. 先行研究との関連での本研究の目的

Perrmann-Graham et al. （2022, p.8） は，以下のよう
に最近におけるビジネス環境での心理的安全性の重要性
を指摘しながら，社内でのインプロWS 実施の重要性を指
摘している。「グローバルな環境の激動と市場ダイナミクス
の急速な変化に伴い，組織の長期的な成長を維持するた
めには，従業員が新しいアイデアを提供し，試すことがます
ます重要になってきている。そのためには，組織内のチーム
における強力な心理的安全性が必要である。しかし，近年，
心理的安全性の概念が注目されている一方で，マネジメン
ト教育の文献では，特にチーム環境において，新しいアイデ
アの自由な共有と実験を好む，心理的安全な風土をどのよ
うに育成するのかを学生にコーチすることにはあまり注意が
払われていない。また，インストラクターは，学生が概念的な
学習を行動に移せるようにするための課題にも直面してい
る。今回紹介するインプロ演習は，心理的安全性の重要性
を理解するだけでなく，チームにおける心理的安全性を醸
成するための実践的な手法を習得することを目的としてい
る。」

その上で，Perrmann-Graham et al. （2022）は，自身
が担当するMBAコースの学生に様々なインプロWSを体
験させた後に，「あなたのチームの強み，チームにインプロの
原則を適用して得られた重要な洞察，チームが今後採用す
るインプロの具体的な応用方法をパワーポイントを使用せず
に5分以内の『創造性を最大限に発揮したプレゼンテーショ
ン』をチームメンバー全員が分業しながら行うように」と指
示した。各チームとも，これまでMBAクラスでは考えられな
かったような形式で，しかも主張ポイントを的確に発表してい
た。

紙幅の関係で，本研究が参考にした先行研究をもう1つ
だけに絞って紹介する。Daly et al. （2009） がそうであ
る。彼らの研究の目的は，航空会社の客室乗務員として顧
客と接するフロント・ステージ・サービス従業員が，役割を
果たすための準備として，演劇学校で用いられているような
インプロ・トレーニングの価値を検証することである。その
航空会社に最近採用された7 人の客室乗務員を調査対象

者としてインプロWS への参加を求めた。調査の重要な発
見は，新入社員がインプロWSを航空会社の通常の導入ト
レーニング・プログラムに組み込むことを同社に強く勧めた
ことである。具体的には，参加者はインプロWSによって，自
信，効果性，適応能力，自発性，ユニークな状況にうまく対処
する能力が向上したと感じたのである。

本研究の目的もここで紹介した2 論文と同様である。節
を改めて説明する。

III. 実施したインプロ・ワークショップの内容と 
その効果

芸術文化観光専門職大学は，芸術文化系教員と観光系
教員が教育研究の主体となっている専門職大学である。そ
こで，観光系の臨地実務実習への参加学生に事前のイン
プロWSがどのような好影響を与えるのかをリサーチク・エ
スチョンとした実態調査を行なうこととした。

調査対象者は4つのグループから選択した。1つ目と2つ
目のグループはインプロWSを受講した1 年生と2 年生であ
る（インプロWSを受けた13 名中の1 年生 3 名，2 年生 7
名の10名が回答）。3つ目のグループは臨地実務実習の直
前に演劇ワークショップ実習B（演劇実習）の授業を受講し
たグループである（全員が1 年生，対象者 14 名中7 名が
回答）。インプロWSと演劇実習の両方を受講した被験者
は存在しなかった。最後はコンロトール・グループ（CG）で
ある（全員が1 年生：6 名が回答したが，有効回答数 4 名）。

インプロWSは，14 種類のインプロ劇をグループで行なっ
た。インプロWS 参加者は2日間にわたって総計で6 時間
程度の時間をかけて大学の教室でインプロ劇を行なった。

また，選択科目の演劇 WSの授業内容は，シラバスによれ
ば，次のようになっている。「講義内容：冬季集中講義とし
て短期間で集中して，演出家やドラマティーチャーの仕事
について学ぶために，ワークショップ形式での実習を行う。コ
ミュニケーションに必要な情報共有の力や合意形成の力，
さらに身体に表れる非言語を読み解く力，またクリエーション
に必要なポジティブな思考や協働のスキルを学ぶ。『演出
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家』や『ドラマティーチャー』といった他者とのコミュニケー
ションが不可欠な仕事について，上述したスキルを駆使しな
がら役割を遂行する術について学ぶ。」

また，成績評価の基準に関しても，シラバスでは，「演出家・
ドラマティーチャーに必要な人間洞察，表現しようとする過
程への視座，表現への導きを可能にするポジティブストロー
クを理解し，実践しようとするマインドが形成されているか。

（具体的には）WS への取り組み姿勢や態度（50％），日々
の WSレポート（50％）」となっている。演劇 WSの授業は
8日間の集中講義（1日6 時間）で実施されている。

本研究では，臨地実務実習終了後に，被験者の学生に
アンケート調査を行なった。以下では，アンケート調査の結
果から「仮説として」明らかになった点を説明する。「仮説
として」の意味は，本研究プロジェクトは量的研究ではなく，
質的研究アプローチを採用している点，さらにサンプル数が
少ない点を考慮してのことである。以下，本調査から明かに
なった点を箇条書的に紹介する。

1. 臨地実務実習での自己認識について
問 1は4グループに共通の設問である。問 1は臨地実務

実習での自己認識についてである（すべて5 点満点）。具
体的な内容は以下の4つである。アンケートの結果を順に
紹介する。

（1） 参加メンバーと十分にコミュニケーションをとることがで
きたかどうか。

この設問に対する4つのグループの結果は，以下の通り
である（数字は5 点法の平均点）。

演劇 WS： 4.6，インプロ1 年生：4.3，インプロ2 年生：4.3，
CG：3.8

コミュニケーションという面では，インプロWSも演劇 WS
も得点が高く，CGの得点が予想通り最も低くなった。インプ
ロWSと演劇 WSの得点を比較すると演劇 WSの方が高く
なっている。

（2） 参加メンバーと十分信頼関係を形成することができた
かどうか。

演劇 WS： 4.1，インプロ1 年生：4.3，インプロ2 年生：4.6，
CG：3.5

この点に関しては，インプロ2 年生が最も高く，次いでイン
プロ1 年生，その次に演劇 WSの順になっており，ここでも
やはりCGの得点が最低となっている。

（3） 予期せぬ出来事が発生しても冷静に素早く効果的に
対応できたかどうか。

演劇 WS：4.6，インプロ1 年生：3.7，インプロ2 年生：4.4，
CG：2.5

この設問内容は，インプロの効果が最も発揮するところで
ある。しかし，トップはインプロWSではなく，演劇 WSであっ
た。CGは最も低く2.5 点であった。

（4） どのような状況においても自分の状況対応能力を信
頼することができたかどうか。

演劇 WS：4.3，インプロ1 年生：3.0，インプロ2 年生：3.9，
CG：2.5

この設問内容も，インプロの効果が最も発揮するところで
ある。しかし，トップは演劇 WSであった。CGは最も低く2.5
点であった。

以上，質問項目2（信頼関係の構築）を除き，すべての設
問で，演劇 WSの点数が高い，次いでインプロ2 年，次いで
インプロ1 年，CGが最も低くなっている。また，インプロ2 年
生と比べても，演劇 WS 受講者の点数が1 年生でありなが
ら高くなっている。その理由は，すでに紹介した演劇 WSの
シラバスを見れば明らかである。演劇 WSは主として芸術
文化専攻の学生をイメージした選択科目になっている。観
光専攻の学生も他専攻の実習科目を履修した場合，8 単
位の範囲内で卒業要件の単位数として認定される。演劇
WS 授業がホスピタリティ系の現場で効果を発揮するとの
結果は興味深いし，また意義深い。

2. 演劇 WSとインプロWSのホスピタリティ能力改善効果
次に，インプロWSと演劇 WSの臨地実務実習への効果

について，2つのグループにアンケートを行なった。アンケー
トの内容は，「『インプロWS』『演劇 WS』（筆者注：グルー
プごとにリード文は異なるが，設問内容は同一）を体験する
前と後とでは，ご自分の以下の能力にどのような違いが発生
したと思いますか。以下の能力がどの程度改善できました
か。」である。まず，6つのアンケート項目の5 点法の平均点
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を提示する。その後に，全体の傾向を考察する。

（1） CAT（筆者注：大学の略称）の他の学生との人間関
係の構築能力の改善。

演劇 WS：3.7，インプロ1 年生：4.0，インプロ2 年生：3.4

（2） 他者の発言に対する傾聴力の改善。
演劇 WS：3.9，インプロ1 年生：4.3，インプロ2 年生：3.1

（3） チームとしての協力関係の構築能力の改善。
演劇 WS：4.1，インプロ1 年生：4.0，インプロ2 年生：3.4

（4） 課題を解決する際の創造性の発揮力の改善。
演劇 WS：3.7，インプロ1 年生：4.0，インプロ2 年生：4.6

（5） プレゼンテーション能力の改善。
演劇 WS：3.6，インプロ1 年生：4.7，インプロ2 年生：3.7

（6） インタビュー能力の改善。
演劇 WS：3.0，インプロ1 年生：3.7，インプロ2 年生：3.4
これらの設問への調査結果は以上のようになった。4番目

の設問（課題解決の創造性）を除き，インプロ1 年生の方
がインプロ2 年生よりもインプロWSの効果を大きく感じてい
る。その理由は，2 年生はさまざまなWS 系の授業や1 年生
で臨地実務実習を経験済みで，すでにそれぞれの能力に
ついてそこそこの自己効力感を有している。したがって，短
期間で提供されたインプロWSの「能力の改善」効果をあ
まり感じていないのかもしれない。

逆に，臨地実務実習の得点では演劇 WSの学生の点数
が最も高かったのに対して，これらの「能力の改善」という
設問では彼らの得点は低い結果になった。しかし，インプロ
WSではファシリテーターとしての担当教員に，インプロの効
果についてかなりの程度の「洗脳」を行なっていただいた。
その意味で言えば，インプロWSの1 年生の得点が高いの
はプラシーボ（プラセボ）効果の可能性もある。演劇 WS
受講学生の得点が高かったのは，「協力関係の構築能力
の改善」である。この点はシラバスの学習の狙い通りである
と考えられる。

3. 臨地実務実習に効果があったと考えられるインプロ
WSの種類

最後に，インプロWSを体験した学生に，「インプロWSで
最も臨地実務実習で役に立ったと思う『ゲームあるいは演

目』を効果の大きさ順に3つ挙げてください。その理由も教
えてください。」というアンケート質問を尋ねた。以下にその
結果を参加者の代表的と考えられるコメントと共に示す。
1 位（5 票）：グループシンキング2〈アイデア創出〉（1 位：3，
2 位：0，3 位：2）。参加者のコメント：「アイデア創出は，実
習先で求められることが多かった。どのようなディスカッショ
ンが求められるのかを前もって知ることができた。」
2 位（4 票）：サンキューゲーム（1 位：2，2 位：1，3 位：1）。
参加者のコメント：「集団全体を見て，自分ができることを行
動にすることができるようになった。」
3 位（4 票）：ピンポンパンゲーム（1 位：1，2 位：2，3 位：1）。
参加者のコメント：「反射的に，きちんと判断をするノウハウ
が身についた。」
4 位（3 票）：映画のタイトルエチュード（1 位：2，2 位：0，3 位：
1）。参加者のコメント：「よくわからないことに，あてずっぽう
かもしれないけれど，飛び込んでいく姿勢を強化することが
できる。」
5 位（3 票）：バスガイドロールプレイ（1 位：1，2 位：1，3 位：1）。
参加者のコメント：「同時にいくつものタスクをこなす訓練に
なった。」「普段，発表していると自覚できない，周りの反応
を可視化して見ることができる。」
5位（3票）：グループシンキング〈問題解決〉（1位：1，2位：1，
3 位：1）。参加者のコメント：「実際，実習先で求められるこ
とが多かった。どのようなディスカッションが求められるのか
を前もって知ることができた。」
7 位（2 票）：ジブリエチュード（1 位：1，2 位：1，3 位：0）。
参加者のコメント：「飛び込むことに抵抗を感じなくなったか
ら。」
8 位（2 票）：電球クイズ（1 位：0，2 位：1，3 位：1）。参加
者のコメント：「インプロの自由さを体のレベルで確認でき
た。」
9 位（1 票）：タクシーエチュード（1 位：0，2 位：1，3 位：0）。
参加者のコメント：「実際にタクシー乗車体験をした際に自
信になったから。」
10 位（1 票）：椅子取り鬼（1 位：0，2 位：0，3 位：1）。「自
分の動きについて先の先を考えられた。」

その他にインプロWSで行われたゲームは，「ふとももすり
すりとんとん」，「負けたら握ってじゃんけんぽん」，「大きい提
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灯，小さい提灯」，「プレゼン考察」であった。

IV.  本研究の理論面，実践面への貢献

本研究で明らかになった1つの点は，演劇 WSの方がイ
ンプロWSよりもインプロ効果が高かったことである。演劇
WSのシラバスを見れば明らかなように，授業はわらび座が
提供しているようなシアターエデュケーションのWSを含む
要素が含まれている。ちなみに，わらび座が提供する新社
員用のWS 内容は以下のようになっている。

演劇 WSのインプロ面での効果が高かったのは，演劇教
育一般についても当てはまることである。渡邊・楠見（2021, 
p.3）は，演劇体験がもたらすコミュニケーション能力向上に
ついて以下のように要約している。この以下の指摘は，まさ
にわらび座が企業に提供しているシアターエデュケーショ
ンのコミュニケ―ション能力等の向上の理論的裏付けでも
ある。もちろん，それは演劇 WSのインプロ面での効果が
高かったことへの理論的裏付けでもある。実際に，インプロ
WSを受講した学生のいくつかのコメントにも以下の内容の
一部が語られていた。
「演劇体験に含まれる戯曲読解のプロセスは，それ単独

で他者理解能力や共感に対して正の影響をもつ可能性が

ある。…演技を行うことは，テキストから登場人物の感情や
信念・意図・動機を適切に推測するだけでなく，その推論
内容が自らの演技表現に適切に対応づいているかどうか
を，自己中心的な視点ではなく，自分とは見えが異なる他者
の視点から想像し，意識するように試みることを演技者に求
めると考える。演技を行うことには，このような高次な社会的
認知過程の関与が要求されると想定される。したがって，
戯曲読解だけでなく演技まで行うことは，他者理解能力に対
して，より促進的に作用すると考える」と。

V. 本研究の限界と今後の研究課題

本研究は，芸術文化専門職大学におけるファシリテーター
による良質の演劇 WSや短期間のインプロWSが，現場で
も通用するインプロの即時的効果をもたらすことを明らかに
した。また，本研究の副次的成果でもあるが，演劇 WS 授
業のシアターエデュケーション面での有効性も明らかになっ
た。

しかし，本研究に問題がないわけではない。最大の問題
は，本研究に参加した被験者が少なかったことである。一
般に，専門職大学の1，2 年生は学業だけでも非常に忙し
い。被験者たちが本研究に参加したのは，その忙しさが

表—1　わらび座のシアターエデュケーションの内容

出典：わらび座（n.d.）
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ピークを迎えている年度末であった。その意味からすると，
本研究は次回の本格的な研究のための仮説を提供するも
のであったと位置づけるべきだと考えられる。

今後の研究の方向性であるが，例えば，日米のホスピタ
リティ産業におけるインプロの性格に関する比較研究など
をベースにした研究が考えられる。例えば，日米のホスピタ
リティにおけるインプロの位置付けの比較研究を行なった
相島・佐藤 （2022） および Aishima, Sato, and Yukawa

（2022）の研究によれば，インプロWSは，不測の事態に対
応するスキルを伸ばすために有用とされ，サービス産業で導
入が進展している。しかし，それは日本型おもてなしのインプ
ロとは本質的に異なるとされている。彼らの研究は，日米の
インプロの用いられ方の違いについて以下のように説明す
る。
「米国のインプロはマニュアルからの逸脱の場合に応急

的に行われるのに対して，日本のおもてなしの場面では，客
一人一人に合わせて積極的に臨機応変にインプロ的に準
備される。さらに，米国の場合，インプロは主として従業員側
から顧客側に作用するのに対して，日本のおもてなしは，主
客が共にインプロを楽しみ，理解することで，その場の価値
共創を実現することを目的としている」と。今回のインプロ
WSの様子を見ても，学生同士は相互に楽しそうにWSに
取組んでいた。サービス・ドミナント・ロジックの価値共創で
ある。インプロＷＳは米国からの輸入である。日本型のおも
てなしに対応するインプロＷＳの開発がこれからは必要とさ
れる。

もう1つ，重要な研究課題が存在する。周知のように，日
本のコミュニケーション・スタイルはハイコンテクスト・コミュ
ニケーション文化，米国のそれはローコンテクスト・コミュニ
ケーション文化であると言われている。日本人は世界で最も
ハイコンテキストなコミュニケーション・スタイル，つまり場の
空気を通じて多くの情報を伝達しようとする。逆に，米国で
はローコンテクスト，つまり場の空気に情報がほとんど含ま
せることなく，ほぼすべての意思疎通を言語化してコミュニ
ケーションするスタイルが中心となっている。

世界がグローバル化するにつれて，言語化して明示的に
コミュニケーションすることが重要になってくる（Sato and 

Parry, 2014）。その意味で，日本での演劇をベースにした
コミュニケーション教育は重要である。そのことを裏付けるよ
うな形で，わらび座のシアターエデュケーションの資料（わ
らび座 , n.d.）には，「演劇的なスキルを用いたワークショップ
を通じ，“対話”の基礎体力と意欲の向上を目指します。日
常のコミュニケーションのあり方，他者理解，モチベーション
を引き出す対話力，そして 自らが“人を感動させる”側に
立つ心構えを体感します」と説明されている。このわらび座
のシアターエデュケーションのＷＳの時間はくしくも，われわれ
の行なったインプロWSと同じ6 時間である。

芸術文化観光専門職大学での演劇を通じたコミュニケー
ション演習は，まさにこれからますます必要になってくると考
えられる。引き続き，研究を継続してゆきたい。
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